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分離ダイスタンパク質へのメチオニン補足によるDonryu系ラットの肝脂質の変動

○山田　幸二*　水野　時子* *

(＊郡山女大家政、＊＊郡山女大短大)

（目的）低カゼイ｡ン飼料に少量のメチオニン補足によって、肝脂質の蓄積を引き起こすことは良く知

られている。演者は、白米や小麦粉飼料に少量のリジン補足により、肝脂質はDonryu系ラットの場合

増加するが、Wistar系ラットやSprague-Dawley系ラットでは減少し、肝脂質蓄積に関するアミノ酸の

作用がラットのストレインによって異なることを明らかにした。本研究は、低分離ダイスタンパク質

へのメチオニン補足によるDonryu系ラットの肝脂質への影響を、listar系ラットと対比して検討した。

（方法）実験動物はDonryu系ラットとfistar系ラットを用いた。試験群は、8 ％分離ダイスタンパク

質群、メチオニン0.01％補足群、メチオニン0.1%補足群、メチオニンQ.2%補足群の４群を設け、３週

間、水と飼料を自由に摂取させ飼育した。飼育試験後、血漿遊離アミノ酸、肝臓と血漿の脂質成分を

測定した。

（結果）Donryu系、Wistar系ラットともメチオニンの補足量の上昇によって成長量は増加し、血漿の

必須アミノ酸総量は低下した。特に、血漿のスレオニンの低下は顕著であった。 Donryu系ラットの肝

脂質は、メチオニン0. C1%、0.1%補足での変動は少なかったか、メチオニンQ.Z%補足により顕著に上昇

した。Wistar系ラットの肝脂質は、メチオニン補足による影響は少なかった。血漿トリグリセリドは

メチオニン補足によって上昇し、特にWistar系ラットの0.2%メチオニン補足群で顕著であった。血漿

コレステロールはメチオニン補足による影響は少ないが、Donryu系ラットに比べWistar系ラットで高

値であった。

以上の結果、ラットの肝脂質蓄積に関するメチオニン補足の影響は、ラットのストレインの違いに

よって異なることが示唆された。
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葉酸欠乏過程におけるヌクレオチド量の動態

０中田　理恵子　（奈良女大）

（目的）葉酸は、生体内で還元型となり、プリン、ピリミジン、アミノ酸などの生合成に

関与しており、ＤＮＡ合成や細胞増殖に必須のビタミンである。しかしながら、葉酸は、

その誘導体の種類が多く、かつ不安定であるため、定量が困難で、その生体内での機能は

十分に明らかにされておらず、欠乏症についても現象面の解析にとどまり、物質レベルで
の解明はなされていない。そこで今回、生体内での葉酸の機能をより明らかにするため、

葉酸欠乏ラットを用い、その欠乏過程におけるヌクレオチド量の変化を検討した。

（方法）離乳直後のラットを２群に分け、対照食（葉酸8 mg/kg diet）および欠乏食（葉

酸フリー）をそれぞれ自由摂取させ、一定期間飼育後、血液と肝臓を採取した。肝臓より

還元条件下で抽出した葉酸誘導体は、ＨＰＬＣにて分離、電気化学的に検出し、特異的に

定量した。肝臓のヌクレオチドは、トリクロロ酢酸で抽出した後ＨＰＬＣにて定量した。

また、血液のヘモグロビン濃度とヘマトクリット値も測定した。

（結果）欠乏食群のラットでは、５週目より体重が急激に減少した。血液のヘモグロビン
濃度とヘマトクリット値も同様に、５週目より急激に減少し、貧血の臨床症状が認められ

た。肝臓中の各葉酸誘導体は、２週目より有意に減少した。肝臓中のヌクレオチド量の定

量を行った結果、欠乏食群においてｄＣＴＰ，ｄＴＴＰ，ＡＴＰは４週目より、CTP,
ｄＵＴＰは５週目より、対照食群に対して有意に減少した。一方、ＵＴＰは４週目より有

意に増加した。
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